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区分確定的マルコフ過程

非絶対連続分布からのサンプリング

Poisson 剪定
(Lewis & Shedler, 1979)

の確率で

Spike-and-slab prior (Mitchell & Beauchamp, 1988)

という形の事前分布．変数選択に用いる．

　          となった瞬間，   番目の変数を凍結する

脱出するまでの時刻                    を計算

という生存関数を持つ
のシミュレーション法

PDMP によりスパイク付き非絶対連続分布

からもサンプリングが可能になる

拡散過程

② 棄却法

モンテカルロ法に使う確率過程の進化

PDMPMCMC

① 離散化
Euler-丸山など

Metropolis-Hastings など

MCMC の枠組み

② 離散化（必要に応じて）

① 棄却法

ほとんどの場合すごく簡単

PDMP の枠組み

Poisson 剪定など

→ 本質的には連続時間のまま

→ 連続時間 MCMC とも呼ばれる

→ 元は連続時間だが，離散時間

に帰着してしまう．

ジャンプ過程へ

アルゴリズム
も変わる

どう自動化するか？

を満たす上界 があれば……

採択／棄却

はどこか？

の発見を上界

はエネルギーともいう＊

＊失敗する例
① グリッド上で自動微分

② ２端点と交点の最大値

でグリッド毎に定める

＊発表者のパッケージ `PDMPFlux.jl` からの出力

→ 事後分布も スパイク付き非絶対連続分布 になる

＝ 軸にぶつかるたびに，軸にくっつく

PDMP + Stick テクニックで対応可能

募集 変数選択以外の非絶対連続分布，ないですか？


